
・ 2024年６ 月、 技能実習制度を 発展的に解消し 、 人材育成およ び人材確保を 目的と する 、
新たな在留資格「 育成就労」 の創設を 盛り 込んだ育成就労法が成立し ま し た。

・ 新制度の下で来日し た外国人は、 日本で就労し ながら 日本語能力や技能を 高める こ と で、
家族帯同や永住が可能と なる 特定技能２ 号への移行ができ る よ う になり ま す。

・ 今後、 一定の専門性・ 技能を 有し た 外国人材が 増え る こ と が期待さ れる と と も に、
日本の外国人政策は、 有為な外国人の長 期滞在も 見据えたも のに変わる こ と になり ま す。

・ こ う し た認識の下、 有為な外国人が日本で働く こ と を 選び・ 活躍でき る 環境を 整備し て
いく 機運の醸成を 目的に、 多文化共生シンポジウ ムを 開催し ま す。

・ 国際的な人材獲得競争がま すま す激化する と 見込ま れる 中、 本シンポジウ ムでは、
中部圏における こ れま での外国人材の受入環境整備やその帯同家族の支援など について
紹介する と と も に、 わが国のこ れから の外国人政策のあり 方についても 議論し ま す。

一般社団法人中部経済連合会 国際部

Ｔ Ｅ Ｌ : 052-962-8091（ 樹下・ 岡戸）

QR コ ード でのお申込みはコ チラ !

※申込みで頂いた情報は本件に関する 連絡にのみ利用致し ま す。

締切: 2 0 2 5 年２ 月５ 日（ 水）
お問い合わせ先

2 0 2 5 年２ 月１ ４ 日（ 金） 1 3 : 3 0  ～ 1 5 : 3 0

ナゴヤ イノベーターズ ガレージ
（ 名古屋市中区栄3 -1 8 -1 ナディアパーク4 階）

会場とオンラインのハイブリッド

会場（ 7 0 名） ／オンライン（ 5 0 0 名）
（ 定員に達し次第、締め切らせて頂きます）

共催： 一般社団法人日本経済団体連合会、 一般社団法人中部経済連合会

会場参加 オンラ イ ン参加

E-m a il : kokusa i@ chuke iren .or.jp

会場参加申込み: https://form s.of f ice.com /r/A0Wrg d jkKg

ｵﾝﾗｲﾝ参加申込み: https://form s.off ice.com /r/Cjm bw 18Msy

資料８

mailto:kokusai@chukeiren.or.jp
https://forms.office.com/r/A0WrgdjkKg
https://forms.office.com/r/Cjmbw18Msy


・南山大学経済学部卒業、大手企業で研修後、父親の経営する日進工業㈱に入社。
・2004年中京大学MBA取得、2005年より社長 に就任。
・2012年に碧南商工会議所会頭に就任。
・会社は自動車用の精密樹脂成形加工が主業務で、国内２ 工場・中国３ 工場を擁する。
・2012年「愛知ブランド企業」、2017年「はばたく中小企業300社」、2018年「未来牽引

企業」、2019年「グットカンパニー優秀企業賞」などに選定されている。

日進工業株式会社 代表取締役社長 長 田 和徳 氏

・大学卒業後、大阪商船三井船舶㈱（ 現㈱商船三井） に入社。
・人事、経営企画、秘書などコーポレート部門を中心にキャリアを歩む。
2004年から4年間は商船三井客船㈱にてクルーズ企画と外国人クルーの人事を担当。
秘書室長 、経営企画部専任部長 、コーポレートマーケティング部長 、執行役員（ 人事
部担当） 、常務執行役員、CHROを歴任。2023年6月より取締役。

・博士（ 生涯発達科学） （ 筑波大学大学院）

（ 一社） 日本経済団体連合会 外国人政策委員会企画部会長 毛呂 准子 氏
（ 株式会社商船三井 取締役）

三重県 鈴鹿市 市長 末松 則子 氏

・1991年名古屋造形芸術短期大学卒業後、造園会社入社。
・2003年４ 月三重県議会議員に初当選。
・2011年５ 月鈴鹿市長 に就任、現在四期目。技能実習制度及び特定技能制度の
在り方に関する有識者会議委員、全国市長 会外国人受け入れ問題に関する検討会
座長 代理などを歴任。

南山大学国際教養学部 教授 平岩 恵里子 氏

・大学卒業後、（ 旧） 東京銀行入行。フルブライトフェロー（ ジャーナリスト部門、コロン
ビア大学大学院建築都市計画学科客員研究員） としてニューヨーク滞在。チャイナ
タウン移民支援NPO等を取材。

・国際労働力移動の経済分析で経済学博士 (2004年、名古屋大学)。
・2013年より南山大学外国語学部准教授、2020年より同大学国際教養学部教授。
・研究テーマ: アジアにおける国際労働力移動と日本の外国人労働者に関する考察。

・愛知教育大学総合科学課程日本語教育学科卒業。
・外国ルーツの子どもたちが抱える言葉の問題解決を図るため、2009年に活動を開始し、
2012年にNPO法人プラス・エデュケートを設立し理事長 に就任。これまでに1,500人
以上の子どもを指導し、愛知県内の4自治体から日本語初期指導事業を受託。

・2023年に第59回社会貢献者表彰を受賞、2024年に第55回博報賞を受賞。
・現在は「子どもの日本語教師」育成(FOR+ (ﾌｫ ﾌー゚ ﾗｽ)プロジェクト)にも注力している。

認定N PO法人プラス・エデュケート 理事長 森 顕子 氏


